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フ
リ
ー
ア
美
術
館
所
蔵
「
聖
徳
太
子
・
二
童
子
像
」
に
つ
い
て 

 日
本
東
洋
美
術
史

博
士
前
期
課
程
二
年 都

築

茉
莉 

 

は
じ
め
に

聖
徳
太
子
（
五
七
四
～
六
二
二
）
は
、
日
本
の
歴
史
上
、
最
も
多
く
の
、
ま
た
多
様
な
肖
像
が
制

作
さ
れ
て
き
た
人
物
で
あ
る
。
数
あ
る
太
子
像
の
中
で
も
、
髪
を
角
髪
に
結
い
、
袍
と
袈
裟
を
着

け
、
手
に
は
柄
香
炉
を
持
つ
童
子
形
の
太
子
像
が
多
く
現
存
し
て
い
る
。

そ
う
し
た
童
子
形
の
太
子
像
の
な
か
で
も
本
発
表
で
は
、
米
・
フ
リ
ー
ア
美
術
館
所
蔵
「
聖
徳
太

子
・
二
童
子
像
」

以
下
、
本
図

に
注
目
す
る
。
本
図
は
、
太
子
を
中
心
に
、
両
脇
に
経
巻
と
天
蓋

を
持
つ
二
童
子
を
配
す
る
三
尊
形
式
を
と
る
。
先
行
研
究
で
は
、
太
子
が
自
身
の
廟
崛
へ
向
か
う
姿

（
「
廟
崛
太
子
」
）
を
描
い
た
も
の
と
さ
れ
て
き
た
が
、
本
図
は
そ
の
な
か
で
も
最
も
古
様
な
作
風
を

示
す
作
例
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
詳
細
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
本
発
表
で
は
、
本

図
の
図
様
の
意
味
や
制
作
年
代
、
成
立
背
景
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

一
、
本
図
の
概
要
と
先
行
研
究

本
図
は
、
縦
一
一
〇
・
三
㎝
、
横
七
三
・
〇
㎝
、
絹
本
著
色
の
掛
幅
で
、
画
面
に
大
き
く
太
子
と
二

童
子
を
描
き
、
画
面
上
部
両
端
の
色
紙
形
に
は
画
讃
が
あ
る
。
三
者
は
と
も
に
左
を
向
き
、
足
先
を
開

い
て
立
つ
。
太
子
は
両
手
で
柄
香
炉
、
二
童
子
は
そ
れ
ぞ
れ
縦
長
の
経
巻
容
器
と
天
蓋
を
持
つ
。
髪
は

左
右
で
結
び
、
腰
辺
り
ま
で
長
く
垂
下
さ
せ
る
垂
髪
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
袍
、
袴
を
着
け
る
が
、
太
子

は
さ
ら
に
袈
裟
と
横
被
を
着
け
、
袍
の
裾
を
後
ろ
に
長
く
引
く
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。

画
賛
は
、
聖
徳
太
子
に
仮
託
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
寛
弘
四
年

一
〇
〇
七

頃
に
大
阪
・
四
天
王
寺

で
制
作
さ
れ
た
と
さ
れ
る
『
四
天
王
寺
御
手
印
縁
起
』
（
以
下
、
『
御
手
印
縁
起
』
）
の
一
節
を
引
い
て

い
る
。
ま
た
、
本
図
の
箱
書
き
に
四
天
王
寺
の
有
力
な
衆
徒
の
一
つ
で
あ
る
秋
野
坊
の
第
四
十
一
世
・

由
淳
（
？
～
一
七
〇
八
）
の
名
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
前
期
に
は
四
天
王
寺
に
伝
来
し

た
こ
と
が
判
明
す
る
。
以
上
、
画
讃
と
伝
来
か
ら
本
図
は
四
天
王
寺
に
お
け
る
制
作
が
想
定
さ
れ
る
。

本
図
の
主
な
先
行
研
究
と
し
て
、
小
山
正
文
氏

、
津
田
徹
英
氏

の
論
考
が
挙
げ
ら
れ
る
。
小
山
氏

は
、
本
図
と
ほ
ぼ
同
図
様
の
作
例
に
「
廟
崛
偈
」
（
太
子
が
自
ら
の
廟
崛
に
注
記
し
た
と
い
う
伝
承
を

も
つ
偈
文
）
が
引
か
れ
、
か
つ
童
子
が
燭
台
を
も
つ
こ
と
か
ら
、
本
図
様
を
「
廟
崛
太
子
」
と
呼
ぶ
べ

き
も
の
と
し
た
。
津
田
氏
は
小
山
氏
の
論
を
受
け
、
本
図
を
「
廟
崛
太
子
」
と
認
め
つ
つ
、
画
讃
の
内

容
か
ら
太
子
が
前
生
、
中
国
・
衡
山
の
慧
思
禅
師
（
天
台
宗
の
開
祖
・
智
顗
の
師
）
で
あ
っ
た
折
に
所

 
1

小
山
正
文
「
三
尊
形
式
の
聖
徳
太
子
像
」『
同
朋
仏
教
』
第
二
八
号
、
同
朋
大
学
仏
教
学
会
、
一
九
九
三
年

2

津
田
徹
英
「
中
世
に
お
け
る
聖
徳
太
子
図
像
の
受
容
と
そ
の
意
義
」『
密
教
図
像
』
第
一
六
号
、
密
教
図
像
学
会
、
一
九
九

七
年 

こ
れ
は
「
㭾
柘
⑯

」
と
い
う
曲
の
「
急
遍
」
が
「
耶
婆
色
雞
⑰

」
の
最
後
に
付
け
加
え
ら
れ
た
例
で
あ

る
。
こ
の
例
に
よ
っ
て
、
「
㭾
柘
急
遍
」
は
「
㭾
柘
」
に
お
い
て
も
、
終
結
部
に
位
置
す
る
の
で
は
な

い
か
と
想
像
で
き
そ
う
だ
が
、『
羯
鼓
録
』
で
は
明
確
に
そ
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

「
㭾
柘
急
遍
」
は
「
㭾
柘
」
の
テ
ン
ポ
の
速
い
部
分
を
指
す
の
で
は
な
く
、
「
㭾
柘
」
の
速
い
バ
ー
ジ

ョ
ン
と
い
う
意
味
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

ま
た
、
大
曲
「
霓
裳
羽
衣
」
の
構
成
を
考
察
で
き
る
も
の
と
し
て
、
白
居
易
が
作
っ
た
詩
「
霓
裳
羽

衣
歌
」
⑱

唐
宝
暦
元
年
、

八
二
五

が
あ
る
。
こ
の
詩
に
つ
い
て
は
白
居
易
自
身
が
注
を
残
し
て
お

り
、
そ
れ
に
よ
る
と
「
散
序
六
遍
、
拍
な
く
、
故
に
舞
は
ず
な
り
」
「
中
序
始
て
拍
あ
り
，
亦
た
拍
序

を
名
と
す
」「
霓
裳
の
曲
、
十
二
遍
に
し
て
終
ふ
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
大
曲
「
霓
裳
羽
衣
」
の
構
成
に

「
散
序
」
「
中
序
」
が
あ
る
こ
と
を
こ
の
注
は
示
し
て
い
る
。
曲
の
終
わ
り
の
部
分
に
つ
い
て
、
白
居

易
は
「
凡
そ
曲
將
に
終
は
ん
と
し
、
皆
聲
拍
促
速
な
り
、
唯
だ
霓
裳
、
一
聲
を
長
引
す
な
り
」
と
注
を

付
け
て
い
る
。
つ
ま
り
大
曲
の
最
終
部
で
は
一
般
的
に
テ
ン
ポ
の
速
い
音
楽
が
奏
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
テ
ン
ポ
の
速
い
部
分
が
す
な
わ
ち
「
急
遍
」
で
あ
る
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

大
曲
の
構
成
に
言
及
し
た
宋
代
の
文
献
『
夢
溪
筆
談
』『
楽
府
詩
集
』『
碧
鶏
漫
志
』
に
も
、
い
ず
れ
も

大
曲
の
構
成
に
「
急
遍
」
が
あ
る
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

お
わ
り
に

ま
と
め
る
と
、
唐
代
文
献
に
は
「
急
」
に
似
た
言
葉
と
し
て
「
急
遍
」
が
あ
り
、
そ
の
特
徴
は
テ
ン

ポ
が
速
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
急
遍
」
が
曲
の
終
結
部
に
奏
さ
れ
る
例
が
み
ら
れ
る
が
、
「
急
遍
」

の
語
自
体
を
唐
大
曲
の
終
結
部
を
指
す
も
の
と
み
な
す
確
証
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

「
急
」
が
日
本
唐
楽
の
終
結
部
の
楽
章
名
と
し
て
使
わ
れ
る
の
は
、
唐
に
お
い
て
既
に
そ
う
で
あ
っ

た
の
か
、
そ
れ
と
も
仁
明
天
皇
（
在
位
八
三
三
〜
八
五
○
）
の
頃
か
ら
約
半
世
紀
に
わ
た
る
「
楽
制
改

革
」
⑲

の
結
果
に
よ
る
の
か
、
現
存
す
る
唐
代
音
楽
に
関
す
る
文
献
、
特
に
十
世
紀
以
前
の
楽
譜
が
少

な
い
た
め
、
断
言
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
テ
ン
ポ
が
速
い
と
い
う
特
徴
に
お
い
て
「
急
」
と
「
急
遍
」

は
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
散
序
」
「
中
序
」
「
入
破
」
は
唐
大
曲
の
楽
章
の
名
前
で
あ
り
、
日
本
唐

楽
の
「
序
」
「
破
」
は
そ
ち
ら
か
ら
影
響
を
受
け
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
仮
に
「
急
」
が
日
本
の
楽

制
改
革
以
降
に
初
め
て
楽
章
名
と
し
て
使
わ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
淵
源
は
唐
の
「
急
遍
」
に
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
序
・
破
・
急
の
淵
源
が
唐
代
の
大
曲
に
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
唐
代
の
「
急

遍
」
が
日
本
唐
楽
の
「
急
」
に
相
当
す
る
も
の
と
判
断
す
る
の
は
早
計
で
あ
る
。
日
本
唐
楽
の
「
序

破

急
」
構
成
を
根
拠
と
し
て
唐
大
曲
の
構
成
を
「
散
序

中
序

破

急
」
と
み
な
す
に
は
、
資
料
が
不

足
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。

 

⑯ 

唐
代
の
軟
舞
に
使
う
曲
。
『
楽
府
雑
録
』
：
「
軟
舞
曲
、
涼
州
、
綠
腰
、
屈
柘
、
蘇
合
香
、
團
圓
旋
、
甘
州
等
あ
り
。
」
（
注

十
四
・
二
八
頁
） 

⑰ 

唐
代
の
楽
曲
名
。
大
食
調
。
『
唐
会
要
』
巻
三
三
に
見
ら
れ
る
。 

⑱ 

本
発
表
で
使
う
「
霓
裳
羽
衣
歌
」
は
新
釈
漢
文
大
系
『
白
氏
文
集
九
』
二
三
頁
に
よ
る
。
こ
こ
で
引
用
し
た
白
居
易
の
自

注
の
底
本
は
北
京
図
書
館
蔵
南
宋
紹
興
刊
本
で
あ
る
。 

⑲ 

「
楽
制
改
革
」
は
現
代
の
通
説
で
あ
り
、
平
安
時
代
当
時
に
使
わ
れ
た
言
い
方
で
は
な
い
。
そ
の
定
義
は
『
日
本
音
楽
大

事
典
』
（
平
凡
社
、
一
九
八
九
）
に
あ
る
。 
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こ
の
よ
う
に
「
天
童
」
は
鎌
倉
時
代
初
頭
の
法
会
に
登
場
し
、
ま
た
慈
円
・
重
源
が
関
与
し
て
い
る

こ
と
が
注
目
さ
れ
る
が
、
そ
の
服
制
を
太
子
像
に
反
映
す
る
こ
と
で
聖
な
る
イ
メ
ー
ジ
を
付
与
し
た
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。

㈢
長
い
垂
髪

垂
髪
は
裾
を
長
く
引
く
装
束
の
童
子
に
も
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
が
、
大
東
急
記
念
文
庫
所
蔵
『
金
剛

波
羅
蜜
経
』
見
返
し
絵
の
春
日
若
宮
影
向
図
や
石
清
水
八
幡
宮
所
蔵
の
童
子
形
神
像
な
ど
童
子
形
の
神

像
に
も
み
ら
れ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
藤
岡
穣
氏
は
、
聖
徳
太
子
摂
政
像
の
表
情
や
服
制
に
神
像
と

共
通
す
る
表
現
が
認
め
ら
れ
、
神
像
を
イ
メ
ー
ジ
ソ
ー
ス
と
し
太
子
が
神
格
化
さ
れ
、
鎌
倉
時
代
以
降
、

童
子
形
太
子
に
も
受
け
継
が
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

。
そ
う
し
た
太
子
像
と
神
像
の
関
係
を
踏

ま
え
る
と
、
垂
髪
も
ま
た
神
像
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
た
太
子
の
神
性
の
表
現
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
本
図
の
太
子
図
様
は
、
「
天
童
」
や
神
像
か
ら
図
様
を
取
り
入
れ
た
神
聖
な
姿
を
表

し
た
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
画
讃
の
『
御
手
印
縁
起
』
の
引
用
が
、
衡
山
に
お
け

る
法
華
経
取
経
と
い
う
太
子
の
聖
性
を
し
め
す
説
話
で
あ
る
の
も
、
そ
う
し
た
図
様
に
相
応
し
い
と
考

え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
本
図
は
、
四
天
王
寺
で
新
た
に
考
案
さ
れ
た
太
子
の
聖
性
、
神
性
を
強
調
し
た
、

い
わ
ば
真
容
と
も
い
う
べ
き
作
品
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
本
図
の
制
作
年
代

本
図
の
制
作
年
代
に
つ
い
て
先
行
研
究
で
は
、
鎌
倉
時
代
前
期
ま
た
は
末
期
と
見
解
が
分
か
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
太
子
の
相
貌
に
つ
い
て
、
奈
良
・
法
隆
寺
伝
来
の
承
久
四
年

一
二
二
二

の
作
と
み

ら
れ
る
「
聖
徳
太
子
勝
鬘
経
講
讃
図
」
（
承
久
本
）
と
文
暦
二
年

一
二
三
五

作
の
「
聖
徳
太
子
勝
鬘

経
講
讃
図
」

文
暦
本

、
ま
た
暦
仁
元
年

一
二
三
八

頃
の
制
作
と
考
え
ら
れ
て
い
る
「
五
尊
像
」

の
三
作
品
と
比
較
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
本
図
の
面
長
で
、
頭
頂
部
が
平
ら
に
な
り
、
後
頭
部
が
突
き

出
る
よ
う
な
頭
の
形
は
、
文
暦
本
や
「
五
尊
像
」
と
よ
く
近
似
し
て
い
る
。
一
方
で
、
承
久
本
の
丸

み
の
あ
る
頭
の
曲
線
や
輪
郭
線
は
、
十
一
世
紀
の
作
と
さ
れ
る
兵
庫
・
一
乗
寺
所
蔵
の
天
台
高
僧
像

の
う
ち
「
聖
徳
太
子
像
」
に
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
承
久
本
は
前
時
代
の
様
式
を
継
承
す
る
も
の
と

考
え
ら
れ
、
本
図
は
承
久
本
よ
り
も
文
暦
本
や
「
五
尊
像
」
に
趣
が
近
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
「
五

尊
像
」
は
太
子
の
髪
が
長
い
垂
髪
で
表
さ
れ
る
早
期
の
作
例
で
あ
る
こ
と
も
勘
案
す
る
と
、
本
図
の

制
作
年
代
に
つ
い
て
は
鎌
倉
時
代
前
期
、
一
二
三
〇
年
代
～
四
〇
年
代
頃
に
位
置
付
け
る
の
が
妥
当

で
あ
ろ
う
。

四
、
図
様
の
成
立
背
景

こ
れ
ま
で
の
検
討
を
も
と
に
、
本
図
様
の
成
立
に
四
天
王
寺
別
当
を
務
め
た
天
台
座
主
・
慈
円
が
関

与
し
た
可
能
性
を
提
起
す
る
。
慈
円
は
父
が
関
白
藤
原
忠
通
、
兄
に
は
九
条
兼
実
が
い
る
。
建
久
三
年

（
一
一
九
二
）
以
降
し
ば
し
ば
天
台
座
主
に
補
任
さ
れ
、
後
鳥
羽
上
皇
の
護
持
僧
と
な
り
、
朝
廷
・
公

 
6

藤
岡
穣
「
聖
徳
太
子
の
成
立―

行
像
と
生
身
、
そ
し
て
迎
接
像
へ
の
射
程―

」『
東
ア
ジ
ア
仏
像
史
論
』
、
中
央
公
論
美
術

出
版
、
二
〇
二
一
年 

持
し
て
い
た
八
巻
一
軸
の
法
華
経
を
感
得
す
る
と
い
う
「
衡
山
取
経
」
説
話
の
投
影
が
あ
る
と
述
べ
た
。

こ
の
よ
う
に
先
行
研
究
で
は
、
い
ず
れ
も
本
図
を
「
廟
崛
太
子
」
と
す
る
が
、
本
図
は
同
図
様
の
作

例
の
中
で
最
も
古
様
な
作
風
を
示
し
、
か
つ
讃
や
童
子
の
持
物
に
違
い
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、
は
た
し

て
「
廟
崛
太
子
」
と
呼
ぶ
べ
き
か
否
か
再
検
討
を
要
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

二
、

図
様
の
検
討

本
図
の
特
徴
的
な
図
様
で
あ
る
㈠
縦
長
の
経
巻
容
器
、
㈡
長
い
袍
の
裾
、
㈢
長
い
垂
髪
に
注
目
し
、

そ
の
図
様
の
意
味
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

㈠
縦
長
の
経
巻
容
器

経
巻
容
器
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
先
行
研
究
に
よ
る
指
摘
は
な
い
。
そ
こ
で
、
縦
に
経
巻
を
納
め

る
形
態
に
注
目
し
、
実
作
例
や
絵
画
に
描
か
れ
た
経
巻
容
器
か
ら
検
討
を
行
う
。

実
作
例
と
し
て
経
筒
と
厨
子
が
挙
げ
ら
れ
る
。
経
筒
は
、
十
世
紀
後
半
の
埋
経
の
隆
盛
と
と
も
に
多

数
制
作
さ
れ
、
そ
の
多
く
に
法
華
経
が
納
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
厨
子
に
は
、
経
巻
を
仏
像
の
よ
う
に

荘
厳
す
る
た
め
の
設
え
で
あ
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る

。

一
方
、
絵
画
作
例
に
も
経
巻
を
本
尊
と
し
て
奉
安
す
る
場
面
が
描
か
れ
る
。
知
恩
院
所
蔵
『
法
然
上

人
絵
伝
』
巻
九
第
一
段
の
文
治
四
年

一
一
八
八

の
後
白
河
法
皇
の
如
法
経
会
（
厳
格
な
作
法
に
従
っ

て
『
法
華
経
』
を
書
写
供
養
す
る
法
要
）
の
場
面
に
、
厨
子
に
経
筒
を
納
め
、
そ
の
中
に
本
尊
で
あ
る

法
華
経
の
料
紙
を
奉
安
す
る
様
子
が
描
か
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
経
巻
を
縦
に
安
置
す
る
形
態
に
は
、

経
巻
を
礼
拝
対
象
と
み
る
意
味
合
い
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
と
り
わ
け
法
華
経
と
の
関
連
が
窺
え
る
。

さ
ら
に
、
本
図
以
前
に
成
立
し
た
太
子
像
に
は
、
複
数
の
経
巻
を
納
め
る
経
箱
が
描
か
れ
た
例
が
あ

る
が
、
本
図
で
は
一
巻
を
納
め
る
容
器
に
変
更
さ
れ
て
お
り
、
む
し
ろ
一
巻
本
を
強
調
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
太
子
所
縁
の
一
巻
本
の
経
典
に
は
「
細
字
法
華
経
」
と
『
勝
鬘
経
義
疏
』
が
あ
る
が
、
こ

の
形
態
と
法
華
経
の
関
連
か
ら
、
本
図
に
描
か
れ
る
経
巻
が
「
細
字
法
華
経
」
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い

こ
と
を
指
摘
す
る
。

㈡
長
い
袍
の
裾

次
に
太
子
の
裾
の
長
い
袍
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究

に
よ
っ
て
絵
巻
や
仏
画
等
に
表
さ
れ
る
童
子

の
姿
と
共
通
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、
『
法
然
上
人
絵
伝
』
巻
九
第

四
段
の
文
治
四
年
の
如
法
経
十
種
供
養
（
十
種
の
供
物
等
で
経
巻
や
仏
像
を
供
養
す
る
儀
礼
）
の
場
面
に

描
か
れ
る
「
天
童
」
で
あ
る
。
「
天
童
」
は
、
文
治
四
年
の
法
会
や
建
保
二
年
（
一
二
一
四
）
の
後
鳥

羽
上
皇
の
十
種
供
養
に
も
参
列
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
天
台
座
主
・
慈
円

一
一
五
五
～
一
二
二
五

が

関
わ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る

『
門
葉
記
』
如
法
経
四

。
ま
た
、
俊
乗
房
重
源
は
迎
講
（
阿
弥
陀
如
来
と

諸
仏
が
極
楽
よ
り
来
迎
す
る
さ
ま
を
演
ず
る
法
会
）
の
た
め
「
天
童
装
束
卅
具
」
を
施
入
し
て
い
る
が

、
阿
弥
陀
来
迎
図
に
は
、
聖
衆
を
先
導
す
る
持
幡
童
子
が
「
天
童
」
と
共
通
す
る
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
「
天
童
」
は
鎌
倉
時
代
初
頭
の
法
会
に
登
場
し
、
ま
た
慈
円
・
重
源
が
関
与
し
て
い
る

こ
と
が
注
目
さ
れ
る
が
、
そ
の
服
制
を
太
子
像
に
反
映
す
る
こ
と
で
聖
な
る
イ
メ
ー
ジ
を
付
与
し
た
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。

㈢
長
い
垂
髪

垂
髪
は
裾
を
長
く
引
く
装
束
の
童
子
に
も
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
が
、
大
東
急
記
念
文
庫
所
蔵
『
金
剛

波
羅
蜜
経
』
見
返
し
絵
の
春
日
若
宮
影
向
図
や
石
清
水
八
幡
宮
所
蔵
の
童
子
形
神
像
な
ど
童
子
形
の
神

像
に
も
み
ら
れ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
藤
岡
穣
氏
は
、
聖
徳
太
子
摂
政
像
の
表
情
や
服
制
に
神
像
と

共
通
す
る
表
現
が
認
め
ら
れ
、
神
像
を
イ
メ
ー
ジ
ソ
ー
ス
と
し
太
子
が
神
格
化
さ
れ
、
鎌
倉
時
代
以
降
、

童
子
形
太
子
に
も
受
け
継
が
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

。
そ
う
し
た
太
子
像
と
神
像
の
関
係
を
踏

ま
え
る
と
、
垂
髪
も
ま
た
神
像
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
た
太
子
の
神
性
の
表
現
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
本
図
の
太
子
図
様
は
、
「
天
童
」
や
神
像
か
ら
図
様
を
取
り
入
れ
た
神
聖
な
姿
を
表

し
た
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
画
讃
の
『
御
手
印
縁
起
』
の
引
用
が
、
衡
山
に
お
け

る
法
華
経
取
経
と
い
う
太
子
の
聖
性
を
し
め
す
説
話
で
あ
る
の
も
、
そ
う
し
た
図
様
に
相
応
し
い
と
考

え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
本
図
は
、
四
天
王
寺
で
新
た
に
考
案
さ
れ
た
太
子
の
聖
性
、
神
性
を
強
調
し
た
、

い
わ
ば
真
容
と
も
い
う
べ
き
作
品
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
本
図
の
制
作
年
代

本
図
の
制
作
年
代
に
つ
い
て
先
行
研
究
で
は
、
鎌
倉
時
代
前
期
ま
た
は
末
期
と
見
解
が
分
か
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
太
子
の
相
貌
に
つ
い
て
、
奈
良
・
法
隆
寺
伝
来
の
承
久
四
年

一
二
二
二

の
作
と
み

ら
れ
る
「
聖
徳
太
子
勝
鬘
経
講
讃
図
」
（
承
久
本
）
と
文
暦
二
年

一
二
三
五

作
の
「
聖
徳
太
子
勝
鬘

経
講
讃
図
」

文
暦
本

、
ま
た
暦
仁
元
年

一
二
三
八

頃
の
制
作
と
考
え
ら
れ
て
い
る
「
五
尊
像
」

の
三
作
品
と
比
較
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
本
図
の
面
長
で
、
頭
頂
部
が
平
ら
に
な
り
、
後
頭
部
が
突
き

出
る
よ
う
な
頭
の
形
は
、
文
暦
本
や
「
五
尊
像
」
と
よ
く
近
似
し
て
い
る
。
一
方
で
、
承
久
本
の
丸

み
の
あ
る
頭
の
曲
線
や
輪
郭
線
は
、
十
一
世
紀
の
作
と
さ
れ
る
兵
庫
・
一
乗
寺
所
蔵
の
天
台
高
僧
像

の
う
ち
「
聖
徳
太
子
像
」
に
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
承
久
本
は
前
時
代
の
様
式
を
継
承
す
る
も
の
と

考
え
ら
れ
、
本
図
は
承
久
本
よ
り
も
文
暦
本
や
「
五
尊
像
」
に
趣
が
近
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
「
五

尊
像
」
は
太
子
の
髪
が
長
い
垂
髪
で
表
さ
れ
る
早
期
の
作
例
で
あ
る
こ
と
も
勘
案
す
る
と
、
本
図
の

制
作
年
代
に
つ
い
て
は
鎌
倉
時
代
前
期
、
一
二
三
〇
年
代
～
四
〇
年
代
頃
に
位
置
付
け
る
の
が
妥
当

で
あ
ろ
う
。

四
、
図
様
の
成
立
背
景

こ
れ
ま
で
の
検
討
を
も
と
に
、
本
図
様
の
成
立
に
四
天
王
寺
別
当
を
務
め
た
天
台
座
主
・
慈
円
が
関

与
し
た
可
能
性
を
提
起
す
る
。
慈
円
は
父
が
関
白
藤
原
忠
通
、
兄
に
は
九
条
兼
実
が
い
る
。
建
久
三
年

（
一
一
九
二
）
以
降
し
ば
し
ば
天
台
座
主
に
補
任
さ
れ
、
後
鳥
羽
上
皇
の
護
持
僧
と
な
り
、
朝
廷
・
公
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藤
岡
穣
「
聖
徳
太
子
の
成
立―

行
像
と
生
身
、
そ
し
て
迎
接
像
へ
の
射
程―

」『
東
ア
ジ
ア
仏
像
史
論
』
、
中
央
公
論
美
術

出
版
、
二
〇
二
一
年 

持
し
て
い
た
八
巻
一
軸
の
法
華
経
を
感
得
す
る
と
い
う
「
衡
山
取
経
」
説
話
の
投
影
が
あ
る
と
述
べ
た
。

こ
の
よ
う
に
先
行
研
究
で
は
、
い
ず
れ
も
本
図
を
「
廟
崛
太
子
」
と
す
る
が
、
本
図
は
同
図
様
の
作

例
の
中
で
最
も
古
様
な
作
風
を
示
し
、
か
つ
讃
や
童
子
の
持
物
に
違
い
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、
は
た
し

て
「
廟
崛
太
子
」
と
呼
ぶ
べ
き
か
否
か
再
検
討
を
要
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

二
、

図
様
の
検
討

本
図
の
特
徴
的
な
図
様
で
あ
る
㈠
縦
長
の
経
巻
容
器
、
㈡
長
い
袍
の
裾
、
㈢
長
い
垂
髪
に
注
目
し
、

そ
の
図
様
の
意
味
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

㈠
縦
長
の
経
巻
容
器

経
巻
容
器
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
先
行
研
究
に
よ
る
指
摘
は
な
い
。
そ
こ
で
、
縦
に
経
巻
を
納
め

る
形
態
に
注
目
し
、
実
作
例
や
絵
画
に
描
か
れ
た
経
巻
容
器
か
ら
検
討
を
行
う
。

実
作
例
と
し
て
経
筒
と
厨
子
が
挙
げ
ら
れ
る
。
経
筒
は
、
十
世
紀
後
半
の
埋
経
の
隆
盛
と
と
も
に
多

数
制
作
さ
れ
、
そ
の
多
く
に
法
華
経
が
納
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
厨
子
に
は
、
経
巻
を
仏
像
の
よ
う
に

荘
厳
す
る
た
め
の
設
え
で
あ
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る

。

一
方
、
絵
画
作
例
に
も
経
巻
を
本
尊
と
し
て
奉
安
す
る
場
面
が
描
か
れ
る
。
知
恩
院
所
蔵
『
法
然
上

人
絵
伝
』
巻
九
第
一
段
の
文
治
四
年

一
一
八
八

の
後
白
河
法
皇
の
如
法
経
会
（
厳
格
な
作
法
に
従
っ

て
『
法
華
経
』
を
書
写
供
養
す
る
法
要
）
の
場
面
に
、
厨
子
に
経
筒
を
納
め
、
そ
の
中
に
本
尊
で
あ
る

法
華
経
の
料
紙
を
奉
安
す
る
様
子
が
描
か
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
経
巻
を
縦
に
安
置
す
る
形
態
に
は
、

経
巻
を
礼
拝
対
象
と
み
る
意
味
合
い
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
と
り
わ
け
法
華
経
と
の
関
連
が
窺
え
る
。

さ
ら
に
、
本
図
以
前
に
成
立
し
た
太
子
像
に
は
、
複
数
の
経
巻
を
納
め
る
経
箱
が
描
か
れ
た
例
が
あ

る
が
、
本
図
で
は
一
巻
を
納
め
る
容
器
に
変
更
さ
れ
て
お
り
、
む
し
ろ
一
巻
本
を
強
調
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
太
子
所
縁
の
一
巻
本
の
経
典
に
は
「
細
字
法
華
経
」
と
『
勝
鬘
経
義
疏
』
が
あ
る
が
、
こ

の
形
態
と
法
華
経
の
関
連
か
ら
、
本
図
に
描
か
れ
る
経
巻
が
「
細
字
法
華
経
」
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い

こ
と
を
指
摘
す
る
。

㈡
長
い
袍
の
裾

次
に
太
子
の
裾
の
長
い
袍
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究

に
よ
っ
て
絵
巻
や
仏
画
等
に
表
さ
れ
る
童
子

の
姿
と
共
通
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、
『
法
然
上
人
絵
伝
』
巻
九
第

四
段
の
文
治
四
年
の
如
法
経
十
種
供
養
（
十
種
の
供
物
等
で
経
巻
や
仏
像
を
供
養
す
る
儀
礼
）
の
場
面
に

描
か
れ
る
「
天
童
」
で
あ
る
。
「
天
童
」
は
、
文
治
四
年
の
法
会
や
建
保
二
年
（
一
二
一
四
）
の
後
鳥

羽
上
皇
の
十
種
供
養
に
も
参
列
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
天
台
座
主
・
慈
円

一
一
五
五
～
一
二
二
五

が

関
わ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る

『
門
葉
記
』
如
法
経
四

。
ま
た
、
俊
乗
房
重
源
は
迎
講
（
阿
弥
陀
如
来
と

諸
仏
が
極
楽
よ
り
来
迎
す
る
さ
ま
を
演
ず
る
法
会
）
の
た
め
「
天
童
装
束
卅
具
」
を
施
入
し
て
い
る
が

、
阿
弥
陀
来
迎
図
に
は
、
聖
衆
を
先
導
す
る
持
幡
童
子
が
「
天
童
」
と
共
通
す
る
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。

 
3 

奈
良
国
立
博
物
館
『
奈
良
博
三
昧
』
作
品
解
説
、
二
〇
二
一
年 

4

土
谷
恵
「
舞
童
・
天
童
と
持
幡
童

描
か
れ
た
中
世
寺
院
の
童
た
ち
」『
中
世
寺
院
の
社
会
と
芸
能
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年

5

小
林
剛
編
『
俊
乗
房
重
源
史
料
集
成
（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
史
料
第
四
冊
）』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
五
年
、
三
六
六
頁 

41

第
5
回
若
手
研
究
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
要
旨
集
c
c
2
0
1
8
.
i
n
d
d
 
 
 
4
1

2
0
2
2
/
0
3
/
1
0
 
 
 
8
:
0
4
:
3
4



家
の
祈
祷
に
よ
っ
て
仏
法
興
隆
に
挺
身
し
た
。
四
天
王
寺
別
当
は
、
承
元
元
年

一
二
〇
七

と
建
保
元

年

一
二
一
三

～
嘉
禄
元
年

一
二
二
五

の
計
十
三
年
間
務
め
あ
げ
た
。
慈
円
に
注
目
す
る
理
由
と
し

て
、
彼
が
前
述
の
如
法
経
十
種
供
養
に
参
列
し
、
四
天
王
寺
に
お
い
て
も
同
供
養
を
挙
行
し
た
記
録
が

残
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
別
当
期
に
同
寺
の
宝
蔵
よ
り
「
細
字
法
華
経
」
の
発
見
が
さ
れ
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
、
図
様
と
の
関
連
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
直
接
的
な
関
係
を
示
す
史
料
は
見
い
だ
せ

て
い
な
い
が
、
以
上
の
理
由
か
ら
、
本
図
様
の
成
立
に
慈
円
が
関
与
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
だ

と
す
れ
ば
、
慈
円
没
後
の
作
と
み
ら
れ
る
本
図
は
、
原
本
の
写
し
と
み
る
べ
き
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

ま
た
最
後
に
、
四
天
王
寺
で
成
立
し
た
本
図
様
が
、
廟
崛
と
直
接
結
び
つ
く
よ
う
に
な
る
背
景
と
し

て
、
太
子
信
仰
の
中
心
寺
院
で
四
天
王
寺
と
対
抗
関
係
に
あ
っ
た
法
隆
寺
の
廟
崛
信
仰
が
影
響
し
た
可

能
性
に
つ
い
て
提
示
す
る
。
法
隆
寺
の
学
僧
・
顕
真
筆
『
聖
徳
太
子
伝
私
記
』
（
以
下
、
『
私
記
』
）
で

は
、
顕
真
の
祖
先
・
調
子
丸
（
太
子
の
舎
人
）
が
上
宮
王
家
の
葬
送
・
改
葬
に
関
与
し
た
な
ど
、
こ
れ

以
前
の
太
子
伝
に
は
な
か
っ
た
調
子
丸
の
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
顕
真
は
、
自
身

の
血
脈
や
法
隆
寺
の
正
統
性
を
主
張
し
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
顕
真
の
発
願
で
制
作
さ
れ
た
「
聖

皇
曼
荼
羅
」（
建
長
六
年
〈
一
二
五
四
〉）
に
は
、
太
子
廟
に
合
葬
さ
れ
る
太
子
、
母
・
間
人
皇
后
、
妃
・

膳
妃
を
阿
弥
陀
三
尊
に
見
立
て
た
信
仰
に
基
づ
く
人
物
配
置
や
、
廟
崛
に
関
す
る
モ
チ
ー
フ
が
み
ら
れ

る
。
上
記
の
三
名
を
阿
弥
陀
三
尊
と
す
る
信
仰
は
、
「
廟
崛
偈
」
、
「
上
宮
太
子
廟
参
拝
記
文
」
に
記
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
引
用
す
る
現
存
最
古
の
史
料
が
『
私
記
』
で
あ
る

。

こ
の
よ
う
に
顕
真
が
廟
崛
信
仰
を
主
張
す
る
背
景
に
は
、
慈
円
を
中
心
と
し
た
四
天
王
寺
に
お
け
る

廟
崛
へ
の
関
心
の
高
ま
り
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
慈
円
は
、
建
久
二
年
（
一
一
九
一
）
と
翌
三
年

に
太
子
廟
を
訪
れ
て
お
り
、
参
詣
前
に
は
、
四
天
王
寺
に
お
い
て
法
華
経
の
書
写
と
供
養
を
行
っ
た
こ

と
が
記
録
に
残
っ
て
い
る

。
こ
れ
を
契
機
と
し
、
人
々
の
太
子
廟
へ
の
参
詣
が
盛
ん
と
な
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
四
天
王
寺
の
動
き
に
対
抗
す
べ
く
、
法
隆
寺
で
は
廟
崛
信
仰
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ

の
影
響
を
受
け
、
本
図
様
は
廟
崛
と
直
接
結
び
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

本
図
は
讃
や
伝
来
か
ら
四
天
王
寺
で
制
作
さ
れ
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
図
様
は
、
右
童
子
の
持

つ
経
巻
は
太
子
所
縁
の
「
細
字
法
華
経
」
で
あ
り
、
太
子
の
服
制
に
は
聖
な
る
童
子
「
天
童
」
や
神

像
の
要
素
を
取
り
入
れ
、
新
た
に
真
容
と
し
て
考
案
さ
れ
た
太
子
像
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
太
子
の
相
貌
か
ら
鎌
倉
時
代
前
期
（
一
二
三
〇
～
四
〇
年
代
）
の
制
作
と
み
ら
れ
、
そ
れ

以
前
に
成
立
し
た
図
様
を
継
承
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
本
図
様
の
成
立
に
慈
円
が
関

与
し
た
可
能
性
を
提
示
し
た
。
ま
た
、
本
図
様
が
廟
崛
と
結
び
つ
く
よ
う
に
な
る
背
景
に
は
、
慈
円

を
中
心
と
す
る
四
天
王
寺
で
の
廟
崛
信
仰
へ
の
関
心
の
高
ま
り
と
と
も
に
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
法
隆

寺
の
廟
崛
信
仰
の
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

 

藤
井
由
紀
子
「
中
世
法
隆
寺
と
聖
徳
太
子
関
連
伝
承
の
再
生
」『
日
本
古
代
中
世
の
政
治
と
文
化
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年 

8

多
賀
宗
隼
編
著
『
校
本
拾
玉
集
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
一
年
、
五
六
一
頁
、
一
六
七
頁 
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